大 


( 56 ) 


備前地方植物方言一斑 


〇備前地方植物方言一斑 

岡山縣 正宗 嚴敬 

凡ソ地異-一處變ズレバ從テ其言葉ノ同ジカラザ，アグ- >"> 自然ノ趨勢ナソ佘幼ヨリ植物學一一志シ聊力我鄕土附近 
二行ハル、植物ノ方言ヲ莧集シ多少得ル所アリ依テ玆一一其方言卜今日廣ク植物學界-1用4ラレツ、ア，和名卜 
ヲ對照シ之ヲ左二記シ以テ斯學上ノ參考一一供セントス、®ノ上一一在，者ハ通稱一ーシテ.其下二在グ者ハ方言ナリ 

ちまも > Fffu -& 蓋シ海/来卜言フ意ナラン果 
I も®？め5来ヲ着 ケタ ル觀ヲ呈ス 
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ぃたどり•さぃじ又さぃしんご小兒採リ食フ 

いしもちさう#はいとリぐさ 

ぃはれん|はらぐさ2|〕讀；屋根_一生 
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きづた•ご S き flff ”!? 獨樂ノ如ク 

けんぼなし•てつぼうなし 


こし—でく会福ル燒クコト〕 

じやのひげ❿くすだま又すくだま 
すもも#すんめ酸梅ナリ 
せんなリほほづき • たんぼほづき能趨 b 
來リタル名 

つゅくさ • ぎいすぐさ fifili 5 srt 


タルナリぎいす， 
言ナリ 


きリぎりすの方 


つ t « i つつ J 此葉柄ヲ以テ目ヲ上下-一張ラ 
つ i めつシメテ小兒ノ遊プ my 來ル名 

っり S にんじん？ずばな ff 形：リテ 

てんもんどう•ほ f ぐさ機 一 W 籠ノ中へ入ル 

とりか^と•かぶとぎく 


ねずみ さし®もろまつ 

はこべ•ひょこぐさ 雛-一食ハスヨリ名ク 
ひがんばな®きつねばな 
へくそかづら•したまが9 
ほくろ•ぢいばあ 

ほとけ？•く—ばな IfTlfillf 
リ其兩葉間=於ケル莖ノ中央一一樯- 1 
松葉 ヲ m シ葉ヲ吹テ廻ス故名ク 
リゅぅのぅぎく d のぎく 
りんだぅ*ほこばな 31 £_^ノ如ク尖リタル 
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〇『本草綱目啓蒙』1ー ハ四種ノ版ガアル 
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目啓蒙ヨリ複寫シタ 
者デアル、白井博士 
ノ增訂 B 本博物學年 
表-1ハ其全像ガ寫シ 
テアツテ此レ II 說明 
ガ付シテアル即チ『 

此圖ハ先生八十一歲 
ノ肯像 II シテ門人谷 

丈愿/寫 K 所ナリ初 
メ右面ヲ寫ス意 II 適 
セズ圧左/肩11瘤ア 
9是晚年-1生ズル所 
相者觀テ壽癭ナリト 

云フ是ヲモ寫スべシ 
トテ再ビ左面-一改メ 
縷7認メ得タリ蘭1 

日ク可ナリト之ヲ子安部義有一|附與シ保存セシム卽チ此圖ナリ』デん、 

アル、重訂啓蒙 ノモノ ハ其上半身 ヲ 環內-一容レテ寫 シタモノデアル® ノ寂力棉 

物ノ名ヲ覺 H 實物ヲ識リシコト-一就テ此書二負フ所ガ非常二多 
ィ即チ私ノ少年時代-一在テ植物ヲ覺ユダ抑モノ始メ-1鄕里土佐 
ノ佐川町 一！在リタ晝夜絕 H ズ繙ィタモノ/此書デアッタ當時私 
ノ繙閱シタノハ重訂本草綱目啓蒙デアッタ此私ノ使用シク所謂 
手澤本ハ先年同好ノ士ノ武田久吉君二讓ッタカラ今日デモ多分 
同君ノ手許-1アグデアラウト思フ、鄕里デ其時大坂表へ註文シ 
夕此書ガ私卜同町ノー 洋物店兼書籍店へ屈イタ時一一私ノ友人ノ 
堀見克禮君(今大坂醫科大學ノ敎授)ガ私ノ出先キへ走ッテ來 


テ「重 Mr 啓蒙ガ來夕」卜知ラシ-グ吳レタ時ノ嬉シナハ今日デモ尙忘レズ -1 在リ在リト覺エテ吾ル 
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號三第卷二第誌雜究 



其出版年月ハ享和三年(西曆一千八百三年、今ョリ百十六年前)一 
ル表紙ハ菊唐草模樣ノ萠黃色デ表題 r : 早二一 本草綱 ^ fEl 
第二版ハ文化八年(西曆一千八百十一年、今ョ V 百八年前) 

版卜同樣二十七卷ヨリ成リ內容モ敢テ其レト異ナル所ガ • 

ノカ分ラヌガ多分其原トノ板木ガ火災-ニアモ罹ッテ烏有 
(乙)ノ如クデア 〆 此重刻本ハ第一版卜同ジク表紙模樣 u 
通リ黃色デアグ此版ハ全部再刻ジタモノデアッテ決シ -£:. 

ィ表題ハ第一版卜同ジク單二1 •本草綱目啓蒙 1デア y 
第三版、ノ I 重修本草綱目啓蒙， 1デァ 〆 全部三十六卷ヨリ成 
今ョリ七十五年前} ノ秋二學古館藏版トシテノ出版デア 


此本草綱目啓蒙二 
四通ダノ版ガアル 
チ其第一版ハ本書 
初ノ モノデ 全部 二 

七卷ヨヅ成リ著者ノ 
家即チ小野家ナ火衆 
芳軒デ出版シクモノ 
デ「板貯衆芳軒之書 
藏」卜記サレテア 
—) ノ如ク其色ハ黃デ 


衆芳軒デ重 


シタモ ノデ アツ- ブ第 

ィカラ 何故-一重 刻シ 
| シ タカラデハナカラクカト想フ其 見返 シメ文字 
|草デアグガ然シ 其色 ハ 靑 イ但シ 見返シ ハ 第一版 
一版ノ板木ガ殘ッテ居ッテ其レへ補刻シタノデハ 

天保十五年即チ弘化元年(西暦一千八百四十四年 
不製ノ活字版即チ所謂木活本デ南洋梯謙ガ補正シ 
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本草綱目啓蒙 


モノ デア，其レ故書中諸處ーニ贈1トシテ同氏ノ補說シタモ.ノガ載セテアグ此第三版即チ重修版ハ衆芳 軒ノ板木 
ガ燒ケ テ無ク ナジ行 本ガ乏シク ナッタ カラ新夕-1印行-一着手シタモノデ梯氏ノ序文 中, j 「厝其板罹災〇 先生之 
苦心 成灰〇謙 夙志 斯學〇因謀重刻〇……於是遂校補而重刻之。」ノ語ガ見 H テ居ル表紙ハ貌ノ！^模様ノ靑色、見返 
シハ黃色デ其文字 U 丙)ノ如クデア y 

第四版ハ即チ| 重訂本草綱目啓蒙 1デアッテ啓_中ノ最モ能ク IT 嗲セラレタモノデア，全部二十卷ヨリ成 V 弘化 
四年(西曆一千八百四十七年、今 3 リ七十二年前)/夏一一出版セラレ樂三井口望之ノ重訂シタモノデ泉州岸和 田 
藩ノ發行デア，其見返シハ(丁)(戊)ノ如ク左隅-一岸和田邸學藏版トシタモノト白鶴園藏版トシタモノトノ別ガ 
アグガ前者ハ初メ-1摺ッタモノ後者、 V 次-一摺ッタモノデア，コトガ推察セラ，、又見返シノ用紙ニハ紅唐紙ノ 
モノト白和紙ノ乇ノトノニツガアダ又表紙-一黄表紙卜靑表紙トガアグ又此重訂版一 I ハ薄葉摺ノモノモアル 
右ノ重訂版ノ姉妹本二別-1 「本草綱目啓蒙圖譜 T 題スグ圖譜ガアッテ四卷ハ出版セランタガ其後册ハ遂-一1&-1 
出デズシテ仕舞ッタ此重訂版一一、ノ本一 I ヨリ-テ此四册ノ圖譜ガ添フテ居 〆 モノト居ラヌモノトガアグガ是レ 1 : 兀 
來ハ別ノ書デアルカラ添ハナィノガ本當デアル其見返シハ宛モ重訂本草綱目啓蒙卜同ジク左隅, 一 岸 和田 邱學藏 
版トア 〆 然シ啓蒙ノ樣二白鶴園藏版トシテア 〆 モノモア^カモ知レヌガ私ハマダ之レヲ見ナィ、ソシテ此圓譜 
ハ嘉永二年(西曆一千八百四十九年、今ヨリ七十年前)ノ秋ノ出版デアグ此書ノ表紙-ーハ私ノ知 〆 所デハ黃色ノ 
モノト龅色ノモノトノニツガア，漉色ノモノハ最初 一！摺ッタモノデ圖ガ鮮明デアグ、元來本書ハ全部四十八卷 
辟干1デ完結スル豫定デアッタコトガ「樂三井口先生編述目錄 j ノ廣吿中二見 H テ居 〆 (同氏ハ尙、本草綱目啓蒙補 
遺四十八卷、本草綱目啓蒙補遺圖譜四十八卷，救荒本草圖解四卷、本草綱目異同辨十五卷、本草綱目類方抄二 
卷、_|能毒便覽三册、柏樹考一卷ノ數部ノ書ヲ出版スル豫定デアッタコトガ同廣吿中二見.エテ居ル) 

本草 綱目啓蒙本家 ノ小野 家デハ蘭山先生ノ孫 一！當ル蕙畝小野職孝ガ啓蒙中ノ 物名ノ 索引八卷 ヲ編シ テ 之ヲ 





























